
- 1 - 

 

 

平成２７年度第２回学校給食センター運営審議会 議事録 

 

１ 日 時 平成２７年１０月５日（月）午後３時から４時 

 

２ 場 所 第２学校給食センター ２階 会議室 

 

３ 出席者  

委員：１４名（別紙のとおり） 

（欠席：濱田委員、吉田（修）委員、吉田（勝）委員、野本委員） 

（代理出席：多摩府中保健所 鴻丸 裕一 氏（渡部委員代理）） 

   教育部：１５名 

教育長、今永部長、鈴木主幹、酒井課長、山田課長補佐、 

大井副主幹、鹿島理事、渡辺所長、堤原主査、小澤主査、青柳主査、 

後藤主任栄養士、石塚主任栄養士、野勢主任栄養士、菅原事務職員 

傍聴者：２名 

 

４ 内 容 

（１）教育長挨拶 

（２）議題 

 

議題１「府中市学校給食における食物アレルギー対応（案）について」 

資料１～５に基づき事務局より説明。 

また、様々な意見を取り入れて慎重に検討していきたいので、今年度の

運営審議会における審議回数を増やすことを提案、了承を得た。 

 

【質疑応答】 

（委 員） 事務局の名簿に教育長の名前がないが、よいのか。 

（事 務 局） 整理する。 

（委 員） 資料５について、アレルギーの人の給食は専用の容器で運

ぶのか。 

（事 務 局） 現在と同じく、専用の容器で学校に運び、教室で移し替え

るように想定している。また、トレイの色を一般とは変え

ることを考えている。 

（委 員） 資料２について、弁当持参の人の人数は何人か。 

（事 務 局） ８月に行った最近のアンケートでは、完全弁当の人は小学

校で２１人、中学校で２人で、合計２３人との結果だった。 

（委 員） 対応案（資料４）について、「完全」という言葉を取った   

のはいいことだと思う。アレルギーに対する考え方は昔と

は変わってきており、少しずつ食べて直していく、食べな

いと治らないというふうに変わってきている。 
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アレルギー対応だけを別の平面（３階）に行う必要が本

当にあるのか。なぜ分けたのか、その考え方を知りたい。

医療は進んでいくものである。 

（委 員） 資料５について、２案の場合について、アレルギーの混入

事故が起こったような事例はあるのか。 

（事 務 局） アレルギーの混入等については、調査をしてもなかなか調

べづらく、現時点では事故の事例は把握していない。 

（委 員） 事故というのは、ハードとソフトの面があり、学校給食を

作って子どもの口に入るまでの手順を先に作ったうえで、

それが実現できるハード面を考えた方が良いのではないか。  

（委 員） アレルギーの子どもたちを持ち、日々苦労している保護者

へアンケートをしたらいいのではないか。 

（事 務 局） 前回の審議会でもいろいろなご意見をいただいており、

アレルギーを持つこの保護者の方へのアンケート調査を実

施するよう準備をしている。 

（委 員） 資料５について、福岡市は平成２６年度からＰＦＩの方

式で給食センターを稼働しており、アレルギーは完全除去

している。 

府中市の場合、小学校で１３０００食の給食の提供は一 

種の工場であり、時間の制約がある中でのアレルギー対応

を行うことから、完全除去での対応を現実的に考えている

のだと思っている。 

（委 員） 資料３について、近隣の調布市の状況がないが、どうい

う対応状況か。 

（事 務 局） 資料３は給食センターでのアレルギー対応状況を調査し

ているが、調布市は自校式のため掲載していない。 

（委 員） 乳をやっていないが、献立の内容的に府中では乳製品の

使用は多い状況か。そのため、アレルギー児が食べられな

いものが毎日出ているような状況か。 

（事 務 局） 乳は、ヨーグルトや粉チーズなど対応する献立が多い状

況である。 

（委 員） 新センターから開始ということではなく、新センター稼

働までの間についての対応もやっていってもらいたい。 

（委 員） 新センターでもアレルギーの新規対応は、平成３０年度

からとのことだが、現在のセンターで十分検証してくこと

で、ソフト的な面での対応を充実させ、新センター稼働か

らすぐにやるということはできないか。 

（事 務 局） 乳というくくりではなく、牛乳とかのくくりでの取組は

できるのではないか、と考えている。これまでのアレルギ

ーの取組から、現在の調理場の制約の中で、品目や調理方

法などを積み上げてきており、現場では安全最優先で行っ

てきている。 
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（委 員） ソフト面が大事だと思う。もし、家庭だとすると、アレ

ルギーがあれば、どうやって食べられるかをまずは工夫す

ると思う。新センターで一日も早く対応していってもらい

たい。工夫していってもらいたい。 

（委 員） 市として、給食に出さない品目をどうやって決めている

のか。 

（事 務 局） ピーナッツやそばは出していない。保護者や学校と相談

しながらやっている。 

（委 員） マニュアルについて、ワーキンググループをつくった方

がいいのではないか。行政主導で勝手に作られると、保護

者は困ることになるのではないか。きちんと言っておいた

方がよいと思う。 

 

（３）報告 

報告事項１「府中市学校給食申込制度について」 

  前回の審議会で、平成２８年４月から実施することについて承認された

が、公会計化とあわせて実施することが望ましいため、開始時期を遅らせ

ることを報告。 

 

次回の運営審議会の日程は、決定次第、各委員に連絡する。 

 

（ 以 上 ） 


